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ワンステップ



アセスメントとは



インテークとアセスメント

インテークの目的：サービス利用の検討と合意をすること

アセスメントの目的：適切な利用計画を作成する上での情報収

集、見立てをすること

【インテーク】＝初回面談

申請者(=サービスを利用しようとする人)のニーズを吟味し、サー

ビス提供の可否を決定するために行われる援助過程の入り口



アセスメントの定義

【アセスメントをする際の３つの軸】

① 生物（気質、発達、障がい、疾患）

② 心理（不安、葛藤、希望、認知、感情統制、防衛機制など）

③ 社会（対人関係の特徴や適応）

「一つ一つの情報を自分なりに解釈し 」 +「それらを組み立て」
生じている問題の成り立ち（メカニズム）をまとめ上げ、

・支援課題を抽出すること

・その人がどんな人で、どんな支援を必要としているのかを
明らかにすること



① 現在の状況の把握

（アセスメント）

「強み」と「苦手」

② 真のニーズの把握

③ ズレを埋める目標

設定の適切性

④ 支援方法の実効性

⑤ ストレングスの活用

【みるポイント】

相談支援のニーズ整理



アセスメントの視点（強み）障がい児



















アセスメントの視点（強み）重度障がい者





（観察カード）















アセスメントの方法（視える化）







【重要な１ページ】

生活歴をしっかりインテーク

することにより、なぜ、福祉

サービス等を利用する必要が

あるのかを明確に分析する。

そして、このシートは、付

加・修正されていくことが原

則。

【アセスメント書式】

書式を埋める ≠ アセスメント



１ なぜ、その福祉サービス等を利用しようと思ったのか？（保護者・本人）

２ 何が本人、もしくは家族の課題・願いなのか？（表のニーズから真のニーズを導き出す）

３ 課題・願いの具体的な経過説明（いつから？ どこで？ どんな状況？ 期間？ 程度は？など）

４ 課題・願いの理解に必要な関係機関（学校・医療・併用事業所・地域社会資源など）の情報

５ 本人・家族は、その課題・願いをどのように感じ、考えているのか？

６ 課題・願いは、本人や家族が日常生活を営むのにどれほどの支障・影響を生んでいるのか？

７ 課題・願いは、どのような発達段階で起きていることなのか？（課題の要因分析・ストーリー化）

８ 本人の成育歴（成長過程で起こったできごとやエピソード、家族や身近な人との関係性）

９ 本人のもつ特技、よさ、長所、強みはなにか？

10 本人の性格傾向、価値観は何か？など

11 その課題の解決、願いの実現に際し、どのような働きかけがなされてきたか？その予定は？

12 課題・願いに影響を及ぼしているキーパーソンはだれか？（よくも悪くも）

13 課題・願いについて、影響を及ぼしている人以外の環境や仕組み、決まりなどがあるか？

14 課題・願いを解決するにあたって、利用・活用できる人的・物的・社会資源は何か？

15 本人のどのようなニーズが満たされれば、問題解決、願いの実現に向かうのか？

16 本人は、生活や自分の状態をどのようにしていきたいと思っているのか？

インテアセスメントの内容



聴く

一緒に悩む（共感）

一緒に考える

情報を提供する

つなぐ

質問する（知る）

アセスメントで心がけること



・観察（自然観察・仮説検証観察）

・面接（本人や保護者、関係者からの聞き取り・情報収集）

・質問紙法（アンケート）

・検査法（学力検査 知能検査 性格検査 投影法

人間関係検査 作業検査法 各種心理検査）

・ポートフォリオ（連絡帳 写真 創作作品 絵画 感想文など）

アセスメントの方法（情報源）







障害特性 リフレーミング（強みの表現に変換）

1 ことばを聞いて理解することが苦手 目で見た情報は理解しやすい

2 表情や身振りを、誤って理解してしまう 明瞭に（はっきりと）区別された指示を好む

3 人や場面によって態度を変えられない ルールをきっちり守ろうとする。物怖じしない

4 他の人の興味あることに関心が薄い 状況に左右されず、自分の好きなことに取り組むことができる

5 全体をとらえて関係性をつかむことが苦手 細部に、強く意識を向けることができる

6 別のやり方を探したり臨機応変な対応が苦手 状況に左右されず、ねばり強く取り組むことができる

7 集団で一斉に行動することが苦手 マイペースに課題を完了することができる

8 「いつ終わる」かを理解するのが苦手 決められたことをやり続けようとする

9 抽象的、あいまいなことの理解が苦手 具体的で、はっきりしたことを好む

10 経験していないことを想像することが苦手 経験したことは、しっかりと覚える

11 特定の物事に強く固執 興味があること（趣味・仕事）に、積極的に取り組める

12 規則することが苦手 繰り返し体験することで記憶する

13 発達（認知能力）がアンバランス 興味・関心。好きなことは抜群にできる

14 特定の行動を何度も繰り返してしまう 決まったパターンを几帳面に行うことができる

15 期待されていることに注意が向かない 興味・関心があるものに、強く注意・集中を向けることができる

16 特定の感覚が過敏、または鈍い 些細な違いや変化に気が付くことができる、または非常に我慢強い

（楽々 かあさんHP）

（楽々かあさんHP）
ほめ方の考え方

【リフレーミングのポイント】

https://www.rakurakumom.com/

	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33

